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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人電子情報技術産業協会(JEITA)／財

団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工

業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。 

JIS X 6148 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（規定）光透過率の測定法 

附属書 B（規定）信号対雑音比の測定法 

附属書 C（規定）記録レベルの公称値及び最大許容値の決定法（記録前条件） 

附属書 D（規定）16 ビットワードから 18 チャネルビットパターンへの変換 

附属書 E（規定）ビットシフトの測定法 

附属書 F（規定）トラックエッジの直線性の測定法 

附属書 G（規定）ECC の計算 

附属書 H（参考）輸送条件 

附属書 I（参考）記録時再生（RAW） 

附属書 J（参考）基本グループ 0 の内容 

附属書 K（参考）AIT3 様式のチップ 

附属書 L（参考）G2 サブグループの誤り検出符号の EDC の生成 
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本工業規格          JIS 
 X 6148：2004 
 

情報交換用 8 mm 幅， 
磁気テープカートリッジヘリカル走査記録－ 

AIT-3 様式 
Information technology－ 

Data interchange on 8mm wide magnetic tape cartridge－ 
Helical scan recording－AIT-3 format 

 
1. 適用範囲 この規格は，電子計算機，関連周辺端末機器などの機器及びシステム間で情報交換に用い

る 8 mm 幅，ヘリカル走査記録，AIT-3（Advanced Intelligent Tape No.3）様式，磁気テープカートリッジ，

メモリチップ内蔵（以下，カートリッジという。）の構造，寸法，物理的特性，機械的特性，磁気的特性及

び情報の規格様式について規定する。 

この規格は，ケースに内蔵する磁気テープの厚さが異なる 2 種類のカートリッジを規定する。 

この規格は，情報交換当事者間で合意した情報交換符号並びにラベル及びファイル構成の規格を用いる

ことでシステム相互の情報交換に適用する。 

 

2. 適合性  

2.1 磁気テープカートリッジ 磁気テープカートリッジは，この規格のすべてを満足するとき，この規

格に適合する。 

2.2 書込み装置 情報交換用カートリッジに用いる書込み装置は，テープに記録するすべての記録がこ

の規格に適合するとき，この規格に適合する。書込み装置は，AIT RMIC（以下，RMIC という。）にシス

テムログを記録できるものとする。 

適合性を表示する場合，次の機能の有無を明示する。 

－ 記録時再生によるチェック及び不良フレームの再記録。 

－ ECC3（誤り訂正用 C3 符号）フレームの生成。 

また，次の任意機能の有無を明示する。 

－ 登録した圧縮アルゴリズムの有無及びデータ圧縮の可否。 

－ 圧縮アルゴリズムの登録番号。 

2.3 読取り装置 情報交換用カートリッジに用いる読取り装置は，この規格に適合する磁気テープ上の

記録を処理できる。 

次の機能をもつとき，この規格に適合する。 

－ RMIC に記録したシステムログを読み取る。 

－ 再記録フレームを識別し，これらのフレームの一つだけから利用者データ及びセパレータマーク

を取り出す。 


